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令和５年度 年間授業計画   科目名 地理Ａ  学年 ３     地理歴史 科
   

 

単 位 数 教 科 担 当 者 使用教科書・補助教材・その他 

2 単位 

白川 和彦 

使用教科書 

新版地理Ａ    （第一学習社） 

  新詳高等地図   （帝国書院） 

 補助教材 

  地理の整理と演習 （東京法令出版社）   

  データブックオブ・ザ・ワールド（二宮書店） 

  必 履 修 

学校必履修 

  必修選択 

○自由選択 

 

◆学習の目標 

 

・現代世界の地理的事象を系統地理的に考察し、現代世界の地理的認識を養う。 

・地理的な見方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 ・地理的知識をもとに思考する力を伸長させ、大学入試問題に対応できる学力を育む。 

 

◆主な学習内容・方法 

 

（1）入試問題を視野に世界の地理的諸事象を地誌的に考察し、地理学習の深化を図る。 

（2）地理的な見方や考え方及び地図の読図や作図、景観写真の読み取りなど地理的技能を身に 

付けることができるよう系統性に留意して計画的に学習する。 

（3）図表を有効に活用して事象を考察し、自分の解釈を加えての論述や討論などの学習活動を 

行うことで知識の定着や思考力を高め、大学入学共通テスト対策の問題演習を行う。 

 

◆到達目標と評価の観点 

 

〔標準〕 地理的諸事象から課題を見出し、地域性を踏まえて地理的な見方、考え方で現代世界 

を考察する力を身に付け、大学入学共通テストに対応する学力を身に付ける。 

〔応用〕 現代世界の新たな課題や問題に対して、思考力・判断力・表現力その他能力を活用し 

    て、大学入学共通テストで高い理解度を示せる力を身に付ける。 

〔評価の観点〕①興味・関心をもって意欲的に授業に参加しているか。②地理的な見方や考え方 

を身に付け、世の中の事象を多面的に考察できるか。③地図や初見の統計データなどを 

的確に読み取り、既習事項と連携させて考察できるか。④地理的事象に関して、様々な諸 

課題や関連性を理解できたか。以上、4つの観点に基づき、学習内容のまとまりごとに評 

価を行う。 

 

 

◆評価の方法 

 

定期考査や学力テストの結果とテスト活用ノートなどによる復習の状況、模試の活用・分析 

状況、小テスト、課題の提出状況、平常の授業の取組み姿勢などを総合的に判断し評価を行う。 

 

◆年間予定授業時間 

 

予定時数 70 時間 第 1学期（26時間） 第 2学期（28時間） 第 3学期（16時間） 
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◆学習のしかた（予習・復習・宿題・課題・その他） 
 

・地理を得意科目にするポイントは、「なぜそうなるのか」という問題意識をもつことである。論 

理的に因果関係や解答への筋道を整理すること。統計データは暗記せずに分析して理解する。 

 ・毎時間の授業を大切にすること。メモを書き込むなどで自分の地理ノートを主体的にまとめる。 

 ・問題演習に取り組むには地道な努力が必要となる。地理の羅列的な知識を系統立て、応用問題を 

解く力を身に付けるように事象と関連性を整理すること。テスト後は必ず復習時間を確保する。 

 

◆ 授業計画 
 

学

期 月 単元・教材等 

単元

ごと

の時

間数 
学習の内容 学習到達目標 

1

学 

期 

4 
第１編 現代世界の

特色と諸課題の地

理的考察 

1 章 地球儀や地図

からとらえる現代

世界 

 

2 章 世界の人々の

生活を取りまく地

理的環境 

 

 

 

 

4 

 

 

 

22 

 

1-1   球面で考える世界 

1-2/3  世界地図と世界観の広がり 

1-4/5  国家と国家群 

1-6/7/8 一体化する世界  

2-1   さまざまな環境と人々 

2-2/3  地形と生活 

2-4/5  気候と生活 

2-6/7  生活・文化と地域性 

・さまざまな地図の

特質を理解し、地

図の使い分けがで

きるようにする。 

・事象の特性と分布

の背景にある要

因、類似性の分布、

自然環境と生活の

関わりを適切に整

理できるようにす

る。 

5 

6 

7 

2 

学 

期 

8 
3 章 世界の諸地域

の生活・文化と環境 

 

 

4 章 私たちが直面

する地球的課題 

 

第２編 生活圏の課

題の地理的考察 

1 章 日常生活と地

図 

 

2 章 自然環境と防

災 

3 章 生活圏の諸課

題と地域調査 

 

共通テスト対策演習 

12 

 

 

 

4 

 

 

 

 

3 

 

 

3 

 

3 

 

 

3 

3-1/2/3 アジアの暮らしを学ぶ 

3-4/5  アフリカの暮らしを学ぶ 

3-6/7  ヨーロッパの暮らしを学ぶ 

3-8/9/10 新大陸の暮らしを学ぶ 

4-1   地球的課題の地理的側面 

4-2/3  人口・食料問題 

4-4/5  都市・資源問題 

4-6/7  地球的課題 

 

1-1/2 身近な地図の使い方 

1-3  地図表現 

1-4  地形図の読み方 

2-1 日本の自然と生活 

2-2 自然災害に備えた暮らし 

3  地域調査 

 

 

客観式テスト問題演習 

・地域ごと、国ごと

の特色をよく整理

し、地図の活用と

分析の技能を習得

する。 

・分析や表現の技能

を習得し、課題を

主体的に考察して

解決への方法を思

考できるようにす

る。 

・考察の方法を理解

し、習得した考え

方に沿って、他地

域を主題として同

様に考察し、整理

した知識を適切に

活用できるように

する。 

9 

10 

11 

12 

3 

学 

期 

1 
 

大学入試対策演習 

 

16 

 

大学入試問題演習 

・地図やグラフ、表

など様々な図版情

報の読解を通し

て、解答に至る過

程を理解しながら

思考できるように

する。 

2 

3 

 


